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2-2 イミロア・アストロノミー・センター・オブ・ハワイ

ヒロ市街の西側をほぼ南北に走るコモハナ通り（「コモハナ」はハワイ語で「西」を意

味する）から少し入ったハワイ大学の敷地の一角に，イミロア・アストロノミー・センタ

ー・オブ・ハワイ（`Imiloa Astronomy Center of Hawai`i，http://www.imiloahawaii.org/）が

ある（図 2-2-1，2）．ここは，プラネタリウムや 4D2U シアター（日本の国立天文台から

寄贈された立体映像シアター）といった映像で天文を楽しむコーナーや，天文だけでなく

ハワイの文化に関する幅広い内容の展示もあり，子供から大人まで楽しむことができる（図

2-2-3 ～ 7）．

図2-2-1 イミロア・アストロノミー・

センター・オブ・ハワイ

コモハナ通りから入っていくと，左手に

このサインが見える．写真右手が正面入

口になる

図2-2-2 センター正面入口

入口から入ると，正面が展示ホール，す

ぐ左にはショップがある．左奥がプラネ

タリウムで，右手奥にはレストランもあ

る．

図2-2-3 センター内の展示-1

マウナ・ケア山頂にある望遠鏡の主鏡の

輪郭が，実物大で床に描かれている．す

ばる望遠鏡の主鏡の大きさを実感できる．

図2-2-4 センター内の展示-2

ハワイ文化に関する展示コーナー．

カヌーによる航海やフラ，言語など，ハ

ワイ固有の文化について説明されている．
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ここのプラネタリウムは，世界で初めて 3D デジタル映像によるプログラムを取り入れ

た最先端の施設である．スタッフによる生解説とデジタル映像を組み合わせることにより，

その日の星空やハワイ島の紹介，あるいはマウナ・ケア天文台群の映像を使ったイミロア

・センター独自のプログラムなど，多彩な上映内容を誇る．また，天文に関する専門的な

内容の解説も聞くことができ，その場で気軽に質問もできる．

※ここの展示では，天体のスペクトルの説明などもあり，高校物理の光学，電磁波の学習

にも関連づけられる．もちろん地学の天文分野についても理解を深めることができる．ま

た，プラネタリウムには多彩なプログラムが用意されていて，天文だけでなく，火山活動

や生命の始まりなどの解説もあり，生物や地学，理科総合 B における生命の進化や地球

の活動などの分野と関連させて学ぶことができる．

図2-2-6 センター内の展示-3

土星の説明が手前画面に出ている．大人

が夢中になる展示も多く，また展示は常

に更新されている．

図2-2-7 プラネタリム

曜日や時間によって，様々なプログラム

が用意されている．

図2-2-5 センター内の展示-3

アインシュタインの大きな顔写真がある．

相対論に関連する話題も提供されている．


